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令和５年度高浜発電所及び大飯発電所環境放射線等測定計画

令和５年度第４四半期（令和６年１月～３月）

①測定所での監視
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モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 設 置 地 点



②環境放射能測定車、環境放射線調査車での監視

3
令和５年度環境放射線測定地点、環境試料採取地点及び環境放射線調査車測定地点



R5/4 5 6 7 8 9 10 11 12 R6/1 2 3 試　料　数

① ① ① ① 4

源 水 ⑫ ② 14

河 川 水 ③ ② 5

⑬ 13

米 ⑦ 7

大 根 ② 2

ほ う れ ん 草 ① 1

生 椎 茸 ① 1

小 豆 ② 2

馬 鈴 薯 ② 2

梅 ① 1

き ゅ う り ② 2

牛 乳 ① ② 3

松 葉 ③ 3

よ も ぎ ⑦ ⑦ 14

め ば る ④ 4

さ ざ え ③ 3

な ま こ ④ 4

わ か め ③ 3

あ じ ① 1

あ お り い か ① 1

う ま づ ら は ぎ ① 1

す る め い か ① 1

か た く ち い わ し ① 1

（ 指 標 海 洋 生 物 ）

ほ ん だ わ ら

③ ③ 6

③ ③ 　 ④ ③ ③ ④ 20

令和5年度　月別検体採取計画表

試　　　料　　　名

浮 遊 じ ん
③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③

① ① ① ①

③ ③③ ③

① ① ① ①

36
（ ガ ン マ 線 放 出 核 種 ）

ガ ス 状 ヨ ウ 素

降 下 物
① ① 12

（ 雨 水 ・ ち り ）

陸

陸

上

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

水

陸 土

農

畜

産

物

① ①

植 指

物 標

海

洋

モ

ニ

タ
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ン

グ

海

洋

生

物
④ 4

海 底 沈 積 物

海 水

③ガンマ線放出核種分析、トリチウム分析結果
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令和5年度第４四半期
（令和６年１月～３月）

環境放射線測定結果

①測定所での監視
1. 空間放射線空気吸収線量率
2. 浮遊じん中の全α・β放射能
3. 風配図

② 環境放射能測定車、環境放射線調査車での監視
1. 環境放射能測定車による測定
2. 環境放射線調査車による測定

③ ガンマ線放出核種分析、トリチウム分析結果
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空間放射線空気吸収線量率
測定結果

 9箇所の測定所で過去＊の変動の範囲を超過し、
他は過去＊の変動範囲内でした。（*過去＝10～1年）

（資料１－２ p.1-11）
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吉坂
R4.4、近接地へ移設
変動幅は移設後の値
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R4.4、近接地へ移設
変動幅は移設後の値
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大山 R5.3、測定所の建替

空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 資料1-2 p.1-2

横棒（－）：月平均値。縦棒(｜)：各月の最大～最小。赤・青線（－、－）：変動範囲（過去10年間の最大・最小）。
桃・緑破線（ －－ 、 －－ ）：変動範囲(過去１年間の最大・最小）。三角（▲ 、 ▼）印：変動範囲を超過。
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 資料1-2 p.2

横棒（－）：月平均値。縦棒(｜)：各月の最大～最小。赤・青線（－、－）：変動範囲（過去10年間の最大・最小）。
三角（▲ 、 ▼）印：変動範囲を超過。
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 資料1-2 p.3-4

横棒（－）：月平均値。縦棒(｜)：各月の最大～最小。赤・青線（－、－）：変動範囲（過去10年間の最大・最小） 。
三角（▲ 、 ▼）印：変動範囲を超過。
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本庄

空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 資料1-2 p.4-5

横棒（－）：月平均値。縦棒(｜)：各月の最大～最小。赤・青線（－、－）：変動範囲（過去10年間の最大・最小） 。
三角（▲ 、 ▼）印：変動範囲を超過。
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福知山

空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）／関西電力・府独自

資料1-2 p.6-7

横棒（－）：月平均値。縦棒(｜)：各月の最大～最小。橙・紫線（－・－）：変動範囲(過去３年間の最大・最小）。
赤・青線（－、－）：変動範囲（過去10年間の最大・最小） 。三角（▲ 、 ▼）印：変動範囲を超過。
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）／府独自 資料1-2 p.7-8

横棒（－）：月平均値。縦棒(｜)：各月の最大～最小。赤・青線（－、－）：変動範囲（過去10年間の最大・最小） 。
三角（▲ 、 ▼）印：変動範囲を超過。
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倉谷 H29.12、近接地へ移設
変動幅は移設後の値

資料1-2 p.9-10

横棒（－）：月平均値。縦棒(｜)：各月の最大～最小。赤・青線（－、－）：変動範囲（過去10年間の最大・最小） 。
橙・紫破線（ －－ 、－－ ）：変動範囲(過去５年間の最大・最小）。三角（▲ 、 ▼）印：変動範囲を超過。

空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）／水準
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伏見 R1.11、近接地へ移設
変動幅は移設後の値
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上京
H30.9、近接地へ移設
変動幅は移設後の値

空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）／水準 資料1-2 p.10-11

横棒（－）：月平均値。縦棒(｜)：各月の最大～最小。赤・青線（－、－）：変動範囲（過去10年間の最大・最小） 。
橙・紫線（－、－）：変動範囲(過去４年間の最大・最小）。茶・緑破線（－－、－－）：変動範囲(過去３年間の最大・最小）。
三角（▲ 、 ▼）印：変動範囲を超過。
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）／水準 資料1-2 p.11

横棒（－）：月平均値。縦棒(｜)：各月の最大～最小。赤・青線（－、－）：変動範囲（過去10年間の最大・最小） 。
三角（▲ 、 ▼）印：変動範囲を超過。
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 資料1-2 p.1
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過去最大値を超過



資料1-2 p.2空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）
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資料1-2 p.3空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）
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過去最大値を超過

雨雪量
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資料1-2  p.4空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）
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資料1-2 p.5空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 参考(関西電力) 資料1-2 p.6
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京都地方気象台HP「観測所配置図」

※雨雪量計を設置していないモニタリングポスト
（環境放射能水準調査地点、府独自設置地点）は
気象台観測所の降雨を参考にしています
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 府独自調査(1/2) 資料1-2 p.7
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 府独自調査(1/2) 資料1-2 p.8
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 水準調査（1/3） 資料1-2 p.9
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 水準調査（2/3） 資料1-2 p.10
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 水準調査（3/3） 資料1-2 p.11
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 資料1-2 p.１
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資料1-2 p.2空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）
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資料1-2 p.3空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）
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資料1-2 p.4空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）
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資料1-2  p.5空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）
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資料1-2 p.6空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 参考(関西電力)
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 府独自調査(1/2) 資料1-2 p.7
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 府独自調査(2/2) 資料1-2 p.8
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 水準調査（1/3） 資料1-2 p.9
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 水準調査（2/3） 資料1-2 p.10
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 水準調査（3/3） 資料1-2 p.11
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 資料1-2 p.1
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資料1-2 p.2空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）
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資料1-2 p.3空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）
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資料1-2  p.4空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）
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資料1-2 p.5空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度）
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資料1-2 p.6空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 参考(関西電力)

44



空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 府独自調査(1/2) 資料1-2 p.7
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 府独自調査(2/2) 資料1-2 p.8

46



空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 水準調査（1/3） 資料1-2 p.9
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 水準調査（2/3） 資料1-2 p.10
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空間放射線 空気吸収線量率 測定結果（令和５年度） 水準調査（3/3） 資料1-2 p.11
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浮遊じん中の全α、全β放射能
測定結果

 測定機器の更新に伴い測定方法等を変更した
ため、過去データとの比較を実施しておりませ
ん。

 施設由来の人工核種については、低線量計の
スペクトル解析により漏えいがなかったことを
確認しております。

（資料１－２､p.12）50
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浮遊じん中の放射能測定結果（令和５年度） 資料1-2 p.12

横棒（－ ） ：月平均値。縦棒(｜)：各月の最大～最小。
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風向風速測定結果
（風配図）

（資料1-2､p.13-16）
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 測定所は過去と同様の傾向。（特に異常なし）
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風配図 令和6年1月 令和6年2月 令和6年3月



風配図
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風配図 令和6年1月 令和6年2月 令和6年3月
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風配図 令和6年1月 令和6年2月 令和6年3月



令和５年度第４四半期
（令和６年１月～３月）

環境放射線測定結果
① 測定所での監視

1. 空間放射線空気吸収線量率
2. 浮遊じん中の全α・β放射能
3. 風配図

②環境放射能測定車、環境放射線
調査車による監視
1. 環境放射能測定車による測定
2. 環境放射線調査車による測定

③ ガンマ線放出核種分析、トリチウム分析結果
57



環境放射能測定車による測定結果
 空間放射線空気吸収線量率
→ 可搬型モニタリングポストで測定。各地
点の測定値は、過去10年の変動の範囲
内。

 空間γ線スペクトル
→ 人工核種は、３地点とも全て計数誤
差の3倍以下。

（資料１－２ p.17）
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資料1-2 p.17環境放射能測定車 線量率測定結果

凡例 今回の測定値：
最大値
最小値

10分値６回分を算出。

過去10年間の変動範囲： 最大値

最小値
変動範囲の最大値超過： ▲

変動範囲の最小値超過： ▼

平成24年度～令和４年度の測定値。
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環境放射線調査車による測定結果

 定点での測定
→ 15地点で過去の変動範囲（最大
値14，最小値１）超過。
（ルート２、7、10､11）

 ルート走行中の線量率の変化
→ 従来と同様の傾向。

※調査車は空間放射線空気吸収線量率のみ測定
（資料１－２ p.19-27）
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資料1-2 p.19,22環境放射線調査車 線量率測定結果

凡例 今回の測定値： 1分値３回分を平均した値。

過去10年間の変動範囲：
最大値

最小値
変動範囲の最大値超過： ▲

変動範囲の最小値超過： ▼

平成25～令和４年度の測定値。
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環境放射線調査車 線量率測定結果 資料1-2 p.19,22

凡例 今回の測定値： 1分値３回分を平均した値。

過去10年間の変動範囲：
最大値

最小値
変動範囲の最大値超過： ▲

変動範囲の最小値超過： ▼

平成25～令和４年度の測定値。
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▼



資料1-2 p.19,23環境放射線調査車 線量率測定結果

凡例 今回の測定値： 1分値３回分を平均した値。

過去10年間の変動範囲：
最大値

最小値
変動範囲の最大値超過： ▲

変動範囲の最小値超過： ▼

平成25～令和４年度の測定値。
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環境放射線調査車 線量率測定結果 資料1-2 p.19,23

凡例 今回の測定値： 1分値３回分を平均した値。

過去10年間の変動範囲：
最大値

最小値
変動範囲の最大値超過： ▲

変動範囲の最小値超過： ▼

平成25～令和４年度の測定値。
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環境放射線調査車 線量率測定結果 資料1-2 p.20,24

凡例 今回の測定値： 1分値３回分を平均した値。

過去10年間の変動範囲：
最大値

最小値
変動範囲の最大値超過： ▲

変動範囲の最小値超過： ▼

平成25～令和４年度の測定値。
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資料1-2 p.20,25環境放射線調査車 線量率測定結果

凡例 今回の測定値： 1分値３回分を平均した値。

過去10年間の変動範囲：
最大値

最小値
変動範囲の最大値超過： ▲

変動範囲の最小値超過： ▼

平成25～令和４年度の測定値。
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資料1-2 p.20,25環境放射線調査車 線量率測定結果

凡例 今回の測定値： 1分値３回分を平均した値。

過去10年間の変動範囲：
最大値

最小値
変動範囲の最大値超過： ▲

変動範囲の最小値超過： ▼

平成25～令和４年度の測定値。

70



資料1-2 p.21,26環境放射線調査車 線量率測定結果

凡例 今回の測定値： 1分値３回分を平均した値。

過去10年間の変動範囲：
最大値

最小値
変動範囲の最大値超過： ▲

変動範囲の最小値超過： ▼

平成25～令和４年度の測定値。
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資料1-2 p.21,26環境放射線調査車 線量率測定結果

凡例 今回の測定値： 1分値３回分を平均した値。

過去10年間の変動範囲：
最大値

最小値
変動範囲の最大値超過： ▲

変動範囲の最小値超過： ▼

平成25～令和４年度の測定値。
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資料1-2 p.21,27環境放射線調査車 線量率測定結果

凡例 今回の測定値＊1 ：
*1 ３分間測定
（15秒値12回分を平均した値）

※ルート10はＮａＩシンチレーションサーベイメータ(日立アロカＴＣＳ－171)で測定した

過去２年間の変動範囲：
最大値

最小値

変動範囲の最大値超過： ▲

変動範囲の最小値超過： ▼
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▼ ▼

資料1-2 p.21,27環境放射線調査車 線量率測定結果

※ルート11はＮａＩシンチレーションサーベイメータ(日立アロカＴＣＳ－171)で測定した

凡例 今回の測定値＊1 ：
*1 ３分間測定
（15秒値12回分を平均した値）

過去２年間の変動範囲：
最大値

最小値

変動範囲の最大値超過： ▲

変動範囲の最小値超過： ▼
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▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

※ルート11はＮａＩシンチレーションサーベイメータ(日立アロカＴＣＳ－171)で測定した



令和５年度第４四半期
（令和６年１月～３月）

環境放射線測定結果

① 測定所での監視
1. 空間放射線空気吸収線量率
2. 浮遊じん中の全α・β放射能
3. 風配図

② 環境放射能測定車、環境放射線調査車での監視
1. 環境放射能測定車による測定
2. 環境放射線調査車による測定

③ ガンマ線放出核種分析、トリチウム分析結果
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ガンマ線放出核種分析結果
 海底沈積物
→ 過去と同程度のCs-137を検出。

 その他（浮遊じん、降下物、海水）

→ 人工放射性核種は計数誤差の
3倍以下。

（資料１－２ p.28、29）
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資料1-2 p.28ガンマ線放出核種分析結果

海底沈積物中のCs-137の経年変化

半減期30.2年のCs-137が
減衰するイメージ

測定時期（年） 77



 放射性ガス状ヨウ素
→ 計数誤差の3倍以下。

（資料１－２ p.30）

ガンマ線放出核種分析結果
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トリチウム分析結果

79

 海水延べ4地点を測定
（海水:2月）

→ 2月採取のSt.１ 、 St.２及び
St.3で検出（St.１～３における過去
10年間の変動範囲内）。

その他は計数誤差の3倍以下。
（資料１－２ p.31）



海水
採取地点
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海水中のトリチウム濃度の経年変化 資料1-2 p.31

今
期

今
期

(ＮＤ：計数誤差の３倍以下)

ND→

ND→
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海水中のトリチウム濃度の経年変化 資料1-2 p.31

今
期

今
期

(ＮＤ：計数誤差の３倍以下)

ND→

ND→
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測定開始↑
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